
1 2 3 4 無回答

1 1
こども園・幼稚園の理念や基本方針が園児・家庭・地域の

実態から立案されている。
90 10 0 0

2 2
目標は、幼児の実態に即し、実践につながるよう具体的な

内容になっている。
94 6 0 0

3 3
職員は、常に公平で温かい態度・言葉遣い等で子どもに接

し、信頼関係を築いている。
61 32 7 0

4 4 職員間の報告・連絡・相談が円滑に行われている。 45 45 10 0

5 5
園務分掌は実践しやすいよう、責任・役割分担が明確に

なっている。
94 6 0 0

6 6 分掌事務は決められた期限内に正確に処理されている。 74 26 0 0

7 7 資質向上に結びつく研修が行われている。 84 16 0 0

8 8
子どもの実態や願いを生かした教育・保育に心がけ、柔軟

性を持たせている。
68 32 0 0

9 9
子どもへの指導・支援の記録内容は、全職員が共有できる

しくみになっている。
58 39 3 0

10 1
教育・保育計画の作成にあたっては、できるだけ全職員が

関わり、基本方針を理解している。
48 46 0 3 3

11 2
指導計画には、園の特色や地域を生かした行事を取り入

れている。
71 26 3 0

12 3 障害の特性を考慮した個別指導計画が立てられている。 81 16 3 0

13 4
教材研究を十分行い、用具や材料は、ねらいや活動内容

に即して準備している。
68 32 0 0

14 5
子どもの発達状況や実態に応じて保育・指導計画の作成・

評価・見直しを行っている。
81 16 3 0

15 6
子どもの自発的な活動を引き出し、ねらいを達成できるよう

な指導・支援をしている。
77 23 0 0

16 7
日々の教育・保育の記録を取り、次の指導・支援に生かし

ている。
81 19 0 0

17 8
短児部・長児部の特性に応じた保育・指導計画になってい

る。
65 35 0 0

18 9
小集団活動が行われるよう、保育室や園庭等の使い方を

工夫している。
84 16 0 0

19 10 異年齢児間の交流の時間や場が確保されている。 81 19 0 0

20 11
伸び伸びと行動し、必要な習慣や態度を身につけられるよ

う健康・安全に配慮している。
90 10 0 0

21 12
身近な人々と親しみ、約束を守って関わり合いながら楽しく

活動できるよう配慮している。
94 6 0 0

22 13
自然や動物に触れたりするなど、地域や社会に関わる体験

が取り入れられている。
61 39 0 0

23 14
人の言葉や話をよく聞き、思いや考えを伝えられるよう指

導・支援している。
81 19 0 0

24 15
歌やリズム、絵や文字、からだを動かすなどの体験を通し

て、自分の気持ちを自由に表現できるよう配慮している。
81 16 3 0

評価基準（当てはまるいずれかに○をつける）

１：　はい　（あてはまる）　 　     ２：　どちらかといえば、あてはまる

  　　３：　どちらかといえば、あてはまらない 　　４：　いいえ　（あてはまらない）

     　　　なるとうこども園職員

　　　　　令和5年度　「こども園・幼稚園の自己評価」集計結果について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（回答数　31名）2024/3/11
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整理

番号
項目内容 評価（％）



整理

番号
項目内容 無回答

25 1
万一に備えて、危機管理マニュアルは、活用できるよう整備

され、共通理解されている。
61 39 0 0

26 2 非常事態の連絡、報告体制が整っている。 84 16 0 0

27 3 定期的に避難訓練や引き渡し訓練を実施している。 100 0 0 0

28 4 遊具や施設の安全点検を行い、安全管理に努めている。 97 3 0 0

29 5
子どもが快適に過ごせるような環境（清潔さ、採光、換

気、照明等）への配慮がなされている。
81 19 0 0

30 6
子どもが主体的に活動できる環境構成（おもちゃ・絵本、

教材、落ち着いて遊べるスペースなど）がなされている。
74 26 0 0

31 7 感染症等の予防や蔓延を防ぐ手立てが整備されている。 84 16 0 0

32 8
アレルギー疾患についての必要な知識や情報について、共

通理解されている。
81 16 3 0

33 9
代替食・除去食を提供する場合は、他の子どもたちとの相

違に配慮している。
94 6 0 0

34 1 家庭への連絡や降園時の連絡をきめこまかく行っている。 77 23 0 0

35 2
事故や問題が起きた場合、保護者への説明や対応は、素

早くかつ的確に行っている。
84 16 0 0

36 3
機会をとらえ、家庭や地域の人々に園に親しんでもらえるよ

うな活動、行事等を行っている。
74 26 0 0

37 4
地域の人材、施設、自然などを教育・保育に取り入れてい

る。
68 32 0 0

38 5
保護者等からの子育て相談について、進んで対応してい

る。
87 13 0 0

39 6
活動内容や園の対応に関する保護者等からの要望等に対

して、丁寧に応じている。
77 23 0 0

40 7
保護者等からの要望等に対応するためのマニュアルの作成

や、研修を行っている。
45 45 7 0 3
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<園から＞

・園では、園児の安心安全な園生活と、遊びの中の学び、一人一人の個性と育ちを尊重した保育の実践に取り組んできました。3

学期を迎えた今、友達と関わりながら夢中になって遊ぶ子どもの姿が園のあちらこちらで見られることに嬉しさを感じています。

しかしながら、職員が自身の保育を振り返ったときに指導が強い口調になってしまったという反省評価もありました。子どもへの指導

援助については、話し合いの場を設けその都度皆で話し合ってきましたが、今後も常に謙虚に自身の保育・態度を振り返りつつ、切

磋琢磨しながら園の職員全員で子どもをみていくという、チーム力も強化していきたいと思います。

・報告連絡相談については、口頭、伝達ノート含め周知していますが、職員数が多くシフトで勤務しているからこそ、いかに円滑に確

実に実行するかを改めて見直し改善していきます。また、指導計画・記録等の全職員への周知、共通理解についても創意工夫し

ていきたいと思います。

【職員からの意見】

・子どもへの対応で自分も含め強い口調になってしまう時があったので、みんなで気を付けていきたい。

・伝達ミスを防ぐために、全ては無理でも、大事なことは口頭とノート両方で周知すると後でも確認しやすいと思う。

・室内外の環境構成については、より良い保育環境を目指して更なる創意工夫が必要だと感じる。

・職員間の連絡は全職員に周知するための工夫が必要。

・歌やピアノをもっと取り入れていけたらよいと思う。

・家庭への連絡や対応は更に丁寧に行っていきたい。

評価


